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 基本的な生活習慣をつくることがまず大事です。起きる時刻、寝る時刻、着替えや学習準備

などがひとりでもきちんとできるようにしていきましょう。しかし、自分だけで学習を進めることや、

学習の方法を決めることはまだ難しい時期です。「もっと知りたい」「もっとできるようになりた

い」と思ったり、「もっとほめてほしい」と思ったりする時期でもあります。子どもの様子をしっか

りと見ていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 

(1) 学習に集中させる工夫をしましょう。 

・テレビを消し、マンガやゲームを片付けましょう。 

・学習する場所を決めましょう。 

 

(２) 時間を決めて学習させましょう。 

  ・決まった時間に机に向かう習慣を身につけましょう。 

  ・集中して学習できるよう「～しながら」「だらだら」はやめましょう。 

 

(３) 子どもとの会話の時間を確保しましょう。 

  ・会話の中で「ほめる」「認める」「励ます」を意識しましょう。 

  ・本や教科書を読み聞かせるなど、いろいろな言葉に触れる環境を作りましょう。 

 

(４) 子どもの興味を把握して、生活体験を豊かにしていきましょう。 

  ・身近な文化や自然などに触れ、体を通して学ぶ体験を増やしましょう。 

 

(５) 子どもの変化を見逃さないようにしましょう。 

  ・宿題をみたり、持ち物を点検したりするなどの手助けが必要な時期です。徐々にできるよう励ましや 

   助言をしていきましょう。 

よりよいかていがくしゅうのために 

 

 

 

 
〈おんどく〉 

・おおきなこえではっきりとよみましょう。 
・「、」や「。」にきをつけて、ただしくきもちをこめてよめるようにしましょう。 
 

〈ひらがな・カタカナ・かんじ〉 

・えんぴつはただしくもちましょう。          

・ただしいしせいで、ていねいにかきましょう。 
・かきじゅんや、もじのかたちにきをつけて 
かきましょう。 

 

〈どくしょ〉 

・えほんやものがたりなど、いろいろなほんを 
できるだけたくさんよみましょう。 

 

〈さくぶん〉 
・たのしかったことや、うれしかったことをじぶん 
のことばで、あのねちょうにかきましょう。 
 

 
 
 
 

・こたえがまちがっていないか、みなおしをしましょう。 
・けいさんは、ただしくできるように、 くりかえしれんしゅうしましょう。 
・とけいをみるしゅうかんをつけましょう。 
 

 

 

 

 

 

・くさばなやいきもののかんさつをしましょう。 
・けんばんハーモニカをたのしくえんそうしま 
しょう。 
・なわとびや、てつぼうなどすすんでからだを 
うごかしましょう。 

 

基本的な学習習慣を身に付けさせる関わり方のポイント 
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